
細見孝二氏による講演
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������������現場研修の様子

建設技術講習会は､ 建設技術や危機管理､ 公共工
事の品質確保と入札制度改革､ 建設リサイクル､ コ
スト構造改革等の建設に関する幅広い分野の知識を
得て､ 技術の向上を図り､ 実践活動に役立てること
を目的とします｡
第543回建設技術講習会は､ 社会資本ストックの

増大と老朽化が進む中､ 公共土木施設等の維持・管
理に係る現状と課題及びアセットマネジメントの考
え方を取り入れた戦略的維持管理の最新の動向につ
いて学ぶため､ ｢アセットマネジメントと公物管理の
課題～戦略的維持管理技術や公物管理を巡る紛争事
件～｣ をテーマに開催されました｡ 基調講演では､
細見孝二氏が ｢最近における公共事業紛争の判例と
動向｣､ 西川和廣氏が ｢社会資本施設の戦略的維持
管理とは何か｣ と題して講演していただきました｡
現場研修では､ 福島県の７つの生活圏を結ぶ６本
の連携軸のうち､ 南部軸に位置する国道289号 ｢甲
子道路｣､ 中通り軸と横断道路を結ぶ ｢あぶくま高
原道路｣ などを見学し､ 建設技術､ コスト縮減やエ
コロードなどの事例について学びました｡
第13回市町村職員対象技術講習会は､ ｢公共事業

に携わる職員として必要な土木管理技術について学
ぶ｣ をテーマに建設技術講習会と併せて開催されまし
た｡ 参加された方々は､ ｢公共工事の品質確保法の施
行｣､ ｢福島県における 『総合評価方式』 の取組みに
ついて｣ など日々の業務に直接役立つ講義を受講し
ました｡� �：平成20年10月22日から24日� �：福島市公会堂 (第543回建設技術講習会)

コラッセ福島 (第13回市町村職員対象技術講習会)� �：��������������������
みずほ綜合法律事務所
弁護士 細 見 孝 二 (ほそみ こうじ)氏��������������������
国土交通省国土技術政策総合研究所
研究総務官
兼 総合技術政策研究センター長 西 川 和 廣 (にしかわ かずひろ)氏���：450名 (第543回建設技術講習会)､
43名 (第13回市町村職員対象技術講習会)

西川和廣氏による講演

主 題 講 師
１日目 平成20年10月22日�

最近における公共事業紛争の判例と動向 みずほ綜合法律事務所 弁護士 細 見 孝 二

社会資本施設の戦略的維持管理とは何か
国土交通省国土技術政策総合研究所

研究総務官兼
総合技術政策研究センター長

西 川 和 廣

【特別講演】
会津の歴史と文化

福島県立博物館
主任専門学芸員兼
学 芸 課 長

藤 原 妃 敏

【地域事業の紹介①】
国道289号甲子道路事業概要について

国土交通省東北地方整備局郡山国道事務所
建設監督官 篠 田 耕 二

【地域事業の紹介②】
あぶくま高原道路建設事業について

福島県あぶくま高原自動車道建設事務所
主幹兼次長 石 田 正 信

２日目 平成20年10月23日�
港湾施設の戦略的維持管理の推進について
～港湾におけるアセットマネジメントの確立に向けて～

国土交通省港湾局技術企画課
品質確保企画官 鈴 木 徹

国家機関の建築物等の保全の現況と今度の展望
～ファシリティマネジメントの動向～

国土交通省大臣官房官庁営繕部計画課
保全指導室 企画専門官 小 林 孝 紀

河川管理の適切な推進について
～時代に即した維持管理～

国土交通省河川局治水課河川保全企画室
企画専門官 吉 田 大

戦略的な道路維持管理
～事後保全から予防保全への転換に向けて～

国土交通省道路局国道・防災課
道路保全企画室
課 長 補 佐

信 太 啓 貴

３日目 平成20年10月24日�
第543回建設技術講習会

国道289号甲子道路建設事業 → 慧日寺周辺整備事業 → あぶくま高原道路建設事業

第13回市町村職員対象技術講習会

公共工事の品質確保法の施行
～品質確保に向けた取り組みについて～

国土交通省東北地方整備局企画部
技術管理課 課長補佐 工 藤 実

福島県における ｢総合評価方式｣ の
取組みについて 福島県総務部入札監理課 主幹 五十嵐 健次郎

災害査定の留意事項 福島県土木部
河川整備課長 渡 辺 宏 喜
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国道289号は､ 新潟県新潟市を起点とし､ 福島県いわき市に至る幹線道路であり､ 県内においては､ ｢南会津

みなみあいづ

～
白河
しらかわ

～いわき｣ をつなぐ県南部の大動脈です｡
しかし､ 日本海と太平洋の分水嶺となっている奥羽

おう う

山脈の急峻な地形を横断しているため､ 下郷町
しもごうまち

と西郷村
にしごうむら

の間
は､ 険しい甲子

か し

峠に阻まれ自動車通行が不能となっておりました｡
このため､ 県では交通不能区間の解消を目的に､ 昭和五十年度､ 甲子

か し

道路の整備に着手しました｡ 標高1,549mの
甲
か

子
し

山を貫通する ｢甲子
か し

トンネル｣ や阿武隈
あ ぶ くま

川源流近くの ｢甲子
か し

大橋｣ などについては､ 地形が険しく高度な技術
が必要なことから､ 国土交通省とも連携し､ 地元の方々にも協力や応援をいただきながら鋭意整備を進め､ ９月21
日�開通することが出来ました｡����：国土交通省施工 (直轄権限代行区間) Ｌ≒5.9ｋｍ

福島県施工 Ｌ≒3.2ｋｍ

������������������� ����������������������会員へ活動のお知らせ､ 建設ふくしまニュース､ 各部
の活動状況等､ 福建の最新情報がホームページに掲載されておりますので､ ぜひ覗いて見てください｡
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コンクリート構造物のひびわれ講習会は､ コンクリートの初期ひ
び割れを防ぎ､ 長期にわたり信頼性の高いコンクリート構造物を製
作するため､ 設計､ 施工､ 維持管理､ 配合・材料面からの対策法を
学ぶことを目的として､ 福島県ではじめて開催されました｡
｢ひび割れの基本的な考え方｣､ ｢実務 (設計・施工) におけるひび割

れ対策｣ と題して岩城一郎氏､ 石川雅美氏による講演が行われました｡
｢ひび割れの基本的な考え方｣ では､ ひび割れの基礎知識と施設

管理者がひび割れに対する正しい知識を持つことの重要性について､
｢実務 (設計・施工) におけるひび割れ対策｣ では､ 近年の特殊コン
クリートの仕様と施工方法についてなど､ いずれもコンクリート構
造物の品質確保のための技術者の技術力を高めるのに
たいへんためになるお話でした｡� �：平成20年11月４日� �：�ふくしま市町村建設支援機構７階� �：｢ひび割れの基本的な考え方｣

日本大学工学部
准教授 岩城 一郎 (いわき いちろう) 氏
｢実務 (設計・施工) におけるひび割れ対策｣
東北学院大学工学部
教授 石川 雅美 (いしかわ まさみ) 氏���：124名
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講習会風景

石川雅美 教授 岩城一郎 准教授

セレモニーの様子 位置図

※甲子道路Ｌ≒23.3ｋｍのうち､ Ｌ≒11.5ｋｍは既に供用済み｡
Ｌ≒2.7ｋｍは当面､ 現道を利用

※甲子トンネルの概要：トンネル延長＝4,345m､ トンネル標高＝1,004m
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会会会費費費にににつつついいいててて：●正会員 月会費700円 (全建320円＋福建380円) ●準会員 年会費5,000円
納入方法は､ ｢銀行振込｣ または ｢事務局へ持参｣ のどちらかでお願いしております｡��������� 振込銀行口座：東邦銀行県庁支店 普通口座 №1719 福島県建設技術協会 会長 根本博行
＊手数料はご本人の負担となります｡ ＊準会員の方は､ 必ずご本人のお名前でお振り込みください｡����������� 事務局所在：福島市杉妻町２－16 県庁土木部道路総室道路整備課 (本庁舎３階) 事務局員 小林晴弥
＊旅費は支給できません｡
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県 北 方 部 準会員 �� ��� 79歳 平成20年11月 いわき方部 準会員 �� �� 68歳 平成20年11月
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